
食育活動の推進と地域協働の展開

「愛媛大学サテライト・うわじま親子食育講座」の実践をもとに

若　林　良和

1．はじめに

　サメやハマチを触って，「ザラザラだ」，「ッ

ルッルや」と歓声をあげる幼児。

　タイから取り出された心臓を見て，「お一つ，

お一つ」と驚く小学生。

　子供たちと一緒に鯛めしとつみれ汁を食べな

がら，「やっぱりおいしい。また，家でもつく

ります」，「宇和島市のみかんや魚を誇りに思い

ました」と笑みを浮かべる母親や祖母。

　これらの反応に達成感や充実感を感じたのは，

筆者だけでなく，「愛媛大学サテライト・うわじ

ま親子食育講座」の企画と実施に関わったメンバ

ー全員である。私たちは2007年12月に，愛媛県下

有数の農水産業地域である愛媛県宇和島市で「う

わじま親子山育講座」を開催した。これは愛媛大

学と宇和島市が主催し，市内の三間保健福祉セン

ターで行われた。46組の親子ペア（子供46名と保

護者33名の合計79名）は，年齢に応じて幼児プロ

グラムと小学生プログラムの二つに分かれて，愛

媛大学「ぎょしょく教育」研究推進プロジェクト

チームの教員や農学部，法文学部の学生とともに

学んだ（1）。筆者らは地域住民に，愛媛大学を身

近に感じてもらいながら，食の重要性や地域の産

業に関心を持ってもらうことに主眼を置いた（2＞。

　幼児プログラムでは，幼児が保護者と一緒に「宇

和島じゃこてんの歌」で踊ったり，生の魚や野菜

に触れたりしながら楽しく学んだ。そして，小学

生プログラムでは，小学生が保護者とともに，宇

和島市の農水産業を学んだ後，実際にアジをさば

いた。そして，保護者と一緒に，幼児も小学生も，み

かんを搾ってジュースを試飲したり，宇和島市の

郷土料理の鯛めしやつみれ汁を試食したりした。

　本稿は，この「うわじま親子食育講座」の実践

報告である。本稿のポイントとして，具体的に次の

4点があげられる。第1に，フィールドとなる宇

和島市の地域概要と産業動向を概括し，地域総合

計画における食素の位置付けを明らかにする。併

せて，地域特性を念頭に置いて，宇和島市の農林

水産業に関する「食」の地域資源の内容を把握す

る。それから，第2に，本講座の目的と実践内容

（2種類のプログラムの取り組み）などを報告す

る。第3に，参加者へのアンケート結果をもとに，

本講座の効果と評価を整理する。その上で，第4

に，本講座に関する地域協働の展開を検討して，

今後の地域における食育活動の方途を探る（3）。

2．地域産業と食育

（1）宇和島市の概要

　今回のフィールドである宇和島市の概要を行政

資料などから整理しておきたいく4）。新しい宇和

島市は，宇和島藩伊達10万石の城下町である宇和

（1＞愛媛大学からは「ぎょしょく教育」研究推進プロジ

　ェクトチームの教員5名（若林良和，竹之内徳人，野

　崎賢也，白石雅之，阿部覚），社会連携推進機構職員

　2名（山本陽子，渡邉友樹），農学部14名，法文学部

　　8名の合計29名が参加した。

（2）本講座の実施体制は次のとおりであった。

主催：愛媛大学，宇和島市

共催：愛媛県魚食普及推進協議会，宇和島市おさ

　　かな普及協議会

協賛：JAえひめ南

後援：えひめ愛フード推進機構

協力：愛媛大学南予振興塾
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島市，国内有数の真珠生産地である津島町，県内

屈指の米どころである三問町，全国有数のみかん

生産地である吉田町の，1市3町が平成17年8月

に合併して誕生した。宇和島藩と吉田藩は兄弟藩

としての歴史を持ち，平成の大合併により，同一

の行政単位となった。四国の南西部，愛媛県の南

部に位置する宇和島市は，西を宇和海に面し，リ

アス式海岸が広がり，離島も点在している。

　総人口89，444人，世帯数：34，222世帯（2005年国

勢調査）の宇和島市は，人口の減少傾向が続いて

おり，2000年対比でみると，愛媛県内では八幡浜

市に次いで急速な減少状況にある。また，高齢者

比率も28．6％と全国平均を大きく上回っている。

　産業別就業者をみると，第1次産業の就業者数

は1985年に15，703人（29．4％）であったが，2005

年には8，　509人（20．3％）と，およそ半減した。

ただ，この比率は全国平均よりもはるかに高く，

製造業では農水産業に連動する食品加工業が発達

している。したがって，農林水産業は，今も宇和

島市の基幹産業的な存在であることに相違ない。

農業では，柑橘類や米，野菜など栽培が盛んであ

る。漁業では，宇和海周辺の漁船漁業，そして，

リアス式海岸や島喚部周辺でのタイやハマチ，真

珠，真珠丁丁の養殖業が盛んで，全国有数の生産

地となっている。

（2）農業の現況

　宇和海に臨みリアス式海岸を形成している沿岸

部の斜面には柑橘類が植栽され，宇和島市は全国

有数の温州みかんやポンカンなどの産地である。

そのほか，内陸部で水稲，キュウリやナスなど野

菜，イチゴの栽培が行われている。

　総農家数（農林業センサス，2005年）は3，898

戸（販売農家2，878戸（専業農家945戸，1種兼業

農家621戸，2種兼業農家1312戸），自給的農家

1，020戸）であり，認定農業者も406巧いる。また，

農業就業人口（農林業センサス）は！990年に9，112

人であったが，その後も減少傾向が続き，2005年

には5，567人にとどまった。そして，2004年の農

業生産額が127．4億円であり，近年はその前後で

推移している。農家数や農業就業人口，経営耕地

面積などの指標から，宇和島市は南予地域におけ

る農業の中心的な存在である。

　JAえひめ南は，各種の本来業務を進めるなか，

和霊大祭・うわじま牛鬼まつりへの参加，JA直

売所の「特産品センター　みなみくん」での地域

イベントの開催によって，地域との連携に取り組

んでいる。また，様々な農業体験を通じて，子供

たちに楽しみながら農業の大切さ，食の安全・安

心を学んでもらうために，「あぐりスクール」が

開校された。組合長が校長，新採職員は担任教員

となって，実際に子供たちを指導している。その

内容として，毎月1回，JA直売所の見学のほか，

稲刈りや花苗の植え付け，みかんの収穫，もちつ

きなどの体験学習がある。

　宇和島市三問町の「道の駅コスモス館」が2006

年9月から販売している「たまねぎドレッシング」

は人気商品である。県内食品メーカーとの共同開

発で，三問町産のタマネギが使用され，タマネギ

の甘さを生かしたコクのあるものになっている。

また，1袋7g入り小袋サイズは月！回，市内の

学校給食に使用されている。

（3）　本講座への参加は，農学部の場合，資源・環境政策

　学専門教育コースの授業科目「調査セミナー1」，お

　よび，環境保全学専門教育コース（水圏サブコース）

　の授業科目「水産社会科学実習」の調査・実習と位置

　付けた。

　　なお，本稿は，金谷郁・篠原康太朗・中川沙野子・

　西川智士・松村俊昴・吉田祐希・渡部智大「サテライ

　　ト・うわじま親子食育講座」（「調査セミナー1報告

　集』資源・環境政策学専門教育コース，2008年に所収

　予定）をもとにしているが，新たな視点とデータをも

　　とに全面的に書き改めたものである。

（4）以下の資料を参考にして整理した。

　「四季彩・うわじま，交歓のまち（第四次宇和島市長

　期総合計画）』宇和島市，2001年

　「2007宇和島市勢要覧　宇和島　伊達十万石の城下

　町』宇和島市，2007年

　『宇和島新時代への道　自立・共生・協働のまち（第1

　次宇和島市総合計画）』宇和島市，2007年
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（3）水産業の現況

　宇和島市は宇和海の恵みを生かした水産業の町

として発展してきた。市内には5！の漁港があっ

て，全国有数である。まき網や刺網，小型底びき

網など漁船漁業のほか，マダイやハマチ，真珠，

真珠母貝の養殖も盛んに行われており，宇和島市

は日本の主要な養殖産地として知られる。

　漁業経営体と漁業従事者数（漁業センサス）

は，2，285経営体（！983年）から1，540経営体（2003

年）へ，5，043人（1983年）から3，333人（2003年）

へと，それぞれ大幅に減少している。漁船漁業と

養殖業を合わせた2004年の漁獲金額は403．0億円

であり，近年，減少傾向にある。そのなかで，魚

類養殖は327．0億円と全体の約81％を占め，それ

に，真珠養殖43．8億円（10．9％），まき網12．3億

円（3．1％）が続いている。

　現在の養殖業は，国内消費の落ち込み・輸入水

産物の増加・過剰生産などによる魚価の低迷，漁

業者の高齢化，養殖魚餌料となる魚粉の高騰，ア

コヤ貝の大量死など水産経済経営に深刻な影響を

与え，地域レベルを超えて多くの問題を内包して

いる。他方，食の安心・安全に対する消費者の関

心が高まり，そうした水産物の安定的供給に向け

た生産・加工技術の向上，高い海外評価による輸

出の促進など，流通体制の見直しが必要である。

　水産課は宇和島市おさかな普及協議会と連携し

て，魚食普及活動を展開している。おさかな普及

協議会は，地場産の魚類への理解を深めて消費の

拡大につなげるために，市内の保育園などで「お

さかなぴっちびちパーティ」を開催している。宇

和島市お魚ママさん連絡会のメンバーが，魚の生

態や栄養に関する人形劇をしたり，魚の名前当て

クイズをしたりした後，子供たちは彼女らの指導

で鯛めしや鯛あら煮，ハマチ刺身の調理実習を行

って試食した。また，おさかな普及協議会は「活

き生きおさかな料理教室」を市内の公民館などで

開催し，宇和島市食生活推進改善協議会や愛媛県

魚食普及推進協議会のお魚ママさんのメンバーが

魚の扱い方やさばき方，料理メニューを説明し，

ハマチの伊達揚げなどを調理した。他方，水産課

は宇和島漁業協同組合と連携して，学校給食での

魚の地産地消を進めている。宇和海産のアジやタ

チウオ，イワシ，マダイ，キビナゴが宇和島，三

間，吉田の小中学校や給食センターで利用され

た。2006年度の実績として，合計15回で約3．2万

食分の魚が納入され，魚の地産地面は積極的に展

開されている。そのほか，これらの魚種は松山市

や東温市でも利用されている。2007年度の使用量

は前年度以上に達する予定で，20！2年度の目標を

10万食としている。

（4）地域食材としての水産物

　宇和島市特産の地域食材として，水産物ではイ

ワシやエソ，ホタルジャコ，タイ，タチウオ，サ

メなどがあげられる。これらの調理加工法は地域

独自であり，他地域との差異がある。その代表的

なものは，じゃこ天，焼きかまぼこなどの練り製

品であり，市内には練り製品製造の水産加工場が

多く点在する（5）。

　じゃこ天は，ホタルジャコを主原料とし，魚肉

に食塩を加えてすり潰したものを成型し加熱し

た，揚げかまぼこの一種である。これは2007年12

月に農水省の「農山漁村の郷土料理百選」にも選

定され，魚の骨や皮を魚肉と一緒に使用すること，

材料の水晒しを行わないことが，一般のかまぼこ

と異なる点である。その結果，製法の簡略化，う

まみ成分の流出防止，排水処理の不要さといった

メリットがある。宇和島市と並んで八幡浜市も，

じゃこ天の製造が盛んであるが，魚肉の砕肉方法

に違いがみられる。八幡浜市は直接砕一法（内臓

や血液を除くために水洗いした魚体をミートチョ

ッパーにかける方法）であるのに対して，宇和島

市が間接砕唱法（水切りした魚体を魚肉採取機に

かけて，魚肉部分だけを取ってからミートチョッ

パーにかける方法）であり，双方で異なった風味

を持っている。また，材料によって，ホタルジャ

（5）詳細は以下の文献を参照のこと。 岡弘康『うまさ満点じゃこ天BOOK』愛媛新聞社，2007年
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コのみを使った高級じゃこ天，その他の魚も加え

たものなど，多様なじゃこ天がある。

　宇和島市の焼きかまぼこは，エソのみを原料に

使った焼き抜きかまぼこである。エソは旨味のあ

る白身魚で，かまぼこの高級原魚になっている。

焼き抜きは，焼き炉で板面をあぶり焼きし，肉面

と側面の順に返しながら加熱，焼き色をつける製

法のことである。このかまぼこのルーツは初代宇

和島藩主の伊達秀宗が仙台のかまぼこ職人を連れ

てきたことにあるようだ。現在，宇和島市の焼き

かまぼこは，愛媛県の伝統的特産品に指定され，

ふるさとの名品となっている。

　宇和島漁業協同組合では，地域食材による新た

な商品開発が積極的に行われている。たとえば，

伝統的な掬い漁法で獲iつた鮮度の良い「すくいち

りめん」や，独自のしめ方で処理した「伊達アジ」

があり，それらのブランド化も図っている。また，

タイのハムや燃製，そぼろ茶漬け，味噌漬け，ひ

れ酒，ブリのタタキ，サメのジャーキー，フカひ

れなどの新たな水産加工品も開発されている。

（5）宇和島市の郷土料理

　宇和島市の郷土料理も多様だが，タイを用いた

料理が代表的である㈲。具体的には，活け盛り，

写そうめん，鯛めしなどがある。活け盛りは尾頭

の付いたタイをメインに他の旬の魚や花を豪華に

盛り付けたものだ。鯛そうめんは，タイを姿煮し

た汁を薄めて，そうめんにかけ，ほぐしたタイの

身と薬味，具をのせたものである。それから，宇

和島鯛めしは，新鮮なタイの刺身を，醤油や味琳，

日本酒，砂糖，胡麻を合わせたダシ汁と生卵を溶

いたタレに漬け込み，それを温かい御飯にのせ，

海苔，ねぎなどの薬味を加えたものであり，じゃ

こ天とともに，農水省の「農山漁村の郷土料理百

選」に選定された。鯛めしは「ひゆうがめし」か

ら派生したものと言われている。その「ひゆうが

めし」はアジなどの刺身を卵を加えた醤油タレに

漬けて御飯にかけたもので，宇和島市では「六宝」

とも呼ばれる。また，類似の料理である「さつま1

は白身魚の焼き身と，香ばしい麦味噌をすり合わ

せ，だし汁でのばして御飯にかけたものである。

これは家庭でタチウオなどの雑魚を用いている

が，料亭などでは高級魚を用いている。そして，

「さつま」は元来，漁師の船上料理だったが，現

在，多忙時のかけ飯，宴席終了時の茶漬けになっ

ている。

　そのほかには，湯通ししたフカ（小型のサメ）

をミガラシ（辛子の効いた酢味噌）につけて食べ

る「ふかの湯ざらし」，三枚おろしにしたタチウ

オを竹に巻き付けて醤油ダレで焼き上げた「太刀

魚の巻き焼き」，酢で締めた旬の魚を米の代わり

におからで巻いた「丸ずし」などがある。

　したがって，このように歴史と風土に根づい

て，生活の知恵を生かした地域独自の多様な食材

や料理法が見られることから，宇和島市は「ぎょ

しょく教育」の実践に絶好のフィールドであると

いえるだろう。

（6）産業振興策と食育

　宇和島市の基幹産業のひとつである農水産業

は，前述したように，後継者不足や従事者の高齢

化，経営不振などが進展して衰退傾向にある。新

しい宇和島市として合併後，地域浮揚を目指し

て，新たな総合計画『宇和島新時代への道　自立・

共生・協働のまち（第1次宇和島市総合計画）』が

2007年11月に公表された。このうち，基本構想が

2007年12月の議会で議決され，基本計画は2008年

3月に策定された。ここでは，基本構想と前期基

本計画のなかで，農林水産振興と食上に関連する

事項に焦点を絞って要約しておきたい（7）。

（6）　詳細は以下の文献を参照のこと。

　池山一男・一色保子・鈴木玲子『伊予の郷土料理』愛

　媛文化双書刊行会，1976年

　日本の食生活全集愛媛編集委員会『聞き書　愛媛の食

事』（日本の食生活全集38）廻文協，1988年

愛媛新聞社編『四国　旬の味巡り』愛媛新聞メディア

センター一一，2001年

土井中照『愛媛食べ物の秘密』アトラス出版，2004年

一　136　一



地域創成研究年報第3号（2008年）

　1）最重点テーマの農林水産振興と食台

　総合計画のなかで，宇和島市の目指す将来像は

「自立・共生・協働のまち　“人と交わり，緑と

話し，海と語らう　きらめき空間都市”の実現を

目指して」である。その実現に向けた6つの政策

目標のうち，政策目標1「うわじまの『振興』：

活力あふれる産業が展開するうわじま」として，

農林水産業資源を生かした食産業拠点の形成，こ

れを柱にした“宇和島産業”の復権と創造，雇用

の場の創出を前提に，農林業の振興，水産業の振

興などが掲げられている。そして，最重点テーマ

は「農林水産業を柱とした産業・経済の活性化と

雇用の場の創出」であり，7つの重点プログラム

が設定されている。これらのうち，3つの最重点

プログラムは次のとおりである。

　まず，最重点プログラム①「食の郷うわじま！

食産業拠点形成プログラム」は，まちづくりの柱

となる農林水産業の振興を図り，産業全体の活性

化につなげるために，地域の特性と資源を最大限

に生かして，四国西南の食産業拠点の形成に向け

た取り組みを実施することである。主要な取り組

みとして，直売施設の活用や学校給食，市の施設

との連携等による季節感あふれる地産地鼠と食育

の推進も明記されている。

　次に，最重点プログラム②「きさいやうわじま！

体験型観光振興プログラム」は，交流人口の増加，

そして，交流から定住への展開を図るために，観

光・交流資源を最大限に生かして，体験型の観光

機能の強化に向けた取り組みを行うことである。

食文化体験など地域の特性・資源を生かした体験

メニューの開発促進が，主要な取り組みとして明

示されている。

　さらに，最重点プログラム③「うわじまで働く！

雇用創造プログラム」は，最重点プログラム①と

②の積極的な推進によって，雇用機会の拡大につ

なげようとするものである。

　前期基本計画の水産振興策に触れておくと，そ

の方針は四国西南の食産業拠点形成を見すえ，安

全・安心でおいしい水産物を提供する新たな時代

の魅力ある水産業の実現に向けた取り組みを総合

的，計画的に推進することである。具体的な水産

振興策として，①水産基盤・漁場環境の整備，②

漁協合併の支援や漁業経営体の育成など経営体制

の強化，③水産物の品質・安全性の向上，④特産

品の開発，⑤環境にやさしい水産業の促進，⑥新

たな販路の開拓，⑦地産地消の促進と消費の拡

大，⑧都市と共生する漁村づくり，⑨離島漁業の

再生など，多面的な7つの振興政策が計画されて

いる。食育との関連施策には⑦が相当し，魚食普

及及び山育推進事業が主要事業となる。

　2）食育関連の施策

　前期基本計画では，農林水産分野以外でも，食

育に関連する施策が明示されていることから，そ

れらを略述しておきたい。

　まず，「観光の振興」のなかで，体験型・滞在

型の観光機能の強化に重点が置かれ，第3の施策

として「体験型観光の展開」がある。うわじま虹

色ッーリズム（グリーン・ッーリズムとブルー・

ッーリズムを合わせたッーリズム）事業で，農山

漁村体験のなかで食文化体験などのメニュー開発

や人材育成が示されている。

　次に，「健康づくり・医療体制の充実」におい

て，予防を重視した幼児期からの最高の推進が示

され，「食育の推進」が第2の施策になっている。

食育推進基本計画策定事業と食生活改善協議会事

業によって，市民主体の食生活改善運動の促進

と，関係部局・関係団体の食出推進が記されてい

るQ

　それから，「学校教育の充実」では，生きる力

を育む教育活動の推進が意図され，第5の施策に

「学校給食の充実」がある。給食施設整備事業と

給食運営事業により，給食体制の充実を図り，安

（7）　以下の資料を参考にして要約した。

　『宇和島新時代への道　自立・共生・協働のまち（第1

次宇和島市総合計画）』宇和島市，2007年
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全・安心でおいしい給食の提供と地産地軸，食育

の視点に立った取り組みの実施が示されている。

　このように，合併後の新たなまちづくりの指針

となる総合計画においても，食育活動の重要性は

農林水産業や観光業などの産業分野，そして，健

康福祉分野，学校教育分野において明示されてい

る。よって，食育活動は今後の宇和島市における

地域政策の核の一つになり得ると判断できる。

（7）「ぎょしょく教育」の主旨

　筆者らが推進してきた，総合的な水産二食育

「ぎょしょく教育」の推進には，3つの視点があ

る（8）。第1に地域の特性を活かすこと，第2に

従来の魚食普及を念頭に置きながらも，新たなコ

ンセプトである「ぎょしょく」から構築し直すこ

と，第3に栄養学や家政学などに加えて，社会学

や経済学などの社会科学的なアプローチで検討す

ることである。したがって，「ぎょしょく教育」

は，魚の生産から消費までフードシステムの考え

方をもとにトータルに把握し，水産分野の食育を

体系的かつ動態的に展開することに主眼を置く。

　「ぎょしょく教育」では「ぎょしょく」をひら

がなにしたところに，大きな意味がある。愛媛県

を事例とすれば，「魚触（調理実習や魚に直接触

れる体験学習）」→「魚色（魚の種類や魚本来の

情報学習）」→「魚職（漁船漁業の生産や流通の

現場を知る学習）」・「魚殖（養殖業の生産と流通

の現場を知る学習）」→「三二（伝統的な魚文化

の学習）」という一連の5段階の学習プロセスを

経て，「魚食（魚の味を知る学習）」に到達するの

が，「ぎょしょく教育」プログラムである。この

ように，「ぎょしょく教育」は，6つの「ぎょし

ょく」に示されるように，魚の生産から流通・消

費，さらに生活文化まで幅広い内容を系統的に学

習する点に独自性があり，学術的にも，社会的に

も重要な意味を持つわけである。

　なお，「ぎょしょく教育」には基盤プログラム

と展開プログラムがあり，幼児（幼稚園や保育

所），小学生とその保護者を対象に，幼稚園や保

育所，小学校，卸売市場などで実践活動が展開さ

れてきた。そして，農林水産省「平成18年度民間

における食育活動促進支援事業」の補助を受け

て，マニュアル作成やカードゲーム「ぎょショッ

ク」のツール開発が行われた（9）。

3．講座の実施内容

（1）目的・意図

　「愛媛大学サテライト・うわじま親子食育講

座」は「うわじまをもっとスキになる！　農業と

水産業のまち「うわじま」を徹底的に満喫する！」

というテーマで，2007年12月2日に宇和島市三問

保健福祉センターで開催された。『親子食育講座

を愛媛大学の先生が行います。うわじまの「農水

産業」と「食文化」を楽しみながら学びません

か？』というキャッチフレーズにもあるように，

本講座は愛媛大学と宇和島市の連携協定にもとつ

く第1回サテライト事業である。「ぎょしょく教

育」研究推進プロジェクトチームを中心とする愛

媛大学と宇和島市が主体となって，本講座は実施

された。このプロジェクトチームは，約2年半に

わたり愛南町で推進してきた水産版二二「ぎょし

ょく教育」の実績（2007年1月に「2006地域に根

ざした二二コンクール」優秀賞を受賞）を踏まえ，

（8）筆者ら愛媛大学「ぎょしょく教育」研究推進プロジ

　ェクトチームのメンバー4人は，これまでの「ぎょし

　ょく教育」の目的や意義，実践内容などを総括したも

　のを近刊予定である。

　若林良和編『ぎょしょく教育～愛媛県愛南町二水

　産版食育の実践と提言～』筑波書房，2008年

（9）2007年11月に宇和島市で開催された「第18回宇和島

市産業まつり」にも，法文学部の学生を中心に参加し

た。愛媛大学のPR・紹介を行うとともに，カードゲ

ーム「ぎょショック」体験コーナーが設置された。小

学生を中心に多くの子供たちが集まり，本学部生と対

戦した。それに勝利した子供たちには，「ぎょショッ

クマスター認定証」が授与された。
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新たなバージョンとして，宇和島市における食育

活動の企画を立案した。今回は，水産分野だけで

なく農業分野を含めて，第1次産業全体を視野に

入れた総合的な食育の試行である。

　本講座の目的は次の2つである。第1に「食」

に対する正しい知識と宇和島地域の伝統的な食文

化を地域住民に学んでもらい，地産地消や地域活

性化につなげること，第2に二二の必要性や重要

性を地域全体に波及させる契機とすることであ

る。

　そして，本講座の目標は次の3つである。第1

に子供とその保護者の両者が参加することで家庭

での食育の実践・普及を円滑にできること，第2

に講義などの座学だけでなく，調理や試食などの

実践を含めて，人間の五感をもとに系統的に理解

できるように配慮すること，第3に農産物や水産

物に関する栄養の知識にとどまらず，郷土料理を

調理し試食することで，地域の産業や文化に対し

て幅広い理解を深めることである。

　なお，本講座は，市内での「ぎょしょく教育」

や食出の普及・啓発のきっかけとするために，市

内の学校や幼稚園，保育所の教育関係者，農水産

業関係者など，幅広く市民に開放して自由に見学

してもらうことにした。

（2）プログラムの内容

　本講座は表1のとおり，幼児プログラム（対象：

3歳から就学前の幼児）と小学生プログラム（対

象：小学校2～6年生の児童）の2種類で構成さ

れ，それらが別個に同時進行された。午前9時30

分から午後1時40分の予定で，親子による参加

で，地場産のタイやアジ，米，みかんなど農水産

物や郷土料理について楽しく学ぶことがモットー

である。具体的な内容は以下のとおりである。

　1）幼児プログラム

　幼児プログラムは，「ぼくもわたしも　ものし

り博士！　しってるかな？わかるかな？」と題し

て，3歳から就学前の幼児とその保護者を対象と

し，29組が参加した。幼児プログラムの目的は，

講義形式をとらず，実際に魚や野菜に触れたり，

表1　講座のプログラム内容

dし幼児プログラム’

聴　　剣 露　　　惣 騨

0齢寡5
09会のめいさつ｝

09唖～｛1菊

　摩くちわ凝しもものしり旙尤聖
@　しってるかな？わかるかな？

嘯ｨさかなにふれよう
嘯ｨさかなのえをかこう
嘯ｨやさいのことをしろう
嘯ﾝがんをジュースにしよう

x曜　　一…占姓窃誕っレよζ
@　　　劒レぐあぞ「己ぽ〃虞う’

ｦ休慾はこ農遡におとりください．

多臼的璽

1唯45閑寸2ゆ0 鯉移用

電2α｝～｛3ゆ0
　｛　誠震　，
垂ﾟし、アジのつみれ汁

和蜀

嘩3ゆひ》肇315 《食翻職膳興了にあ薦簿て｝

藁　　，。蜘ご。。｝

　ζ　　小さ㈱孫をお蘇の四球礁慰疋猟

讃∵欝

》㍉学生力グラム騨
時　　剣 細　　　鯉　　　　　　　　爆所

O窪3D【く騰5 0瞼のあいさつ｝

09駈v唯α05
　　｛　實韓重，
e島の水産物に関する講座

魚の貌室
i会議塞）

i（晒～雪α10 鞭働・輔　痢L動，

璽α1σ～肇α40

　　　　　　　　　　－■腫薗繭
@　｛　鵬養a》璽▼
F目島の農産物広闘する講座

rみかんとコメ

@　の鯉
@（生活指導塁）

槍瀦◎～11：0◎
みかんジュースの試飲、

@毅塾移期・休懸

11＝0σ｝唯綴3◎

　　　　｛　●理　　｝

ｨ伽国勢劉 齢膿奥習窯

　　　　　　『

f3伽斜45 W7 凾ﾌ搬き臓習幻@　　　　タイの解体突震

鷲45～1ZQO 震事灘備・体憩

重2ゆQ～130◎
　藍　織食　》
|め駄アジのつみれ汁

趨理突習窒

@ま把は
@会議壁

1300～侶圃5 懐綱瞳農了にあ隆コて》

ヂ竪；篇　犠e、，。S。。stbtXLta．…艶

一群；雛爆懇難簸
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写真1　じゃこ天踊り

側

写真3　野菜コーナー

写真2　魚コーナー 写真4　みかんコーナー

絵を描いたり，クイズやみかん絞りなどの体験を

通して，地場の農水産物に対する興味と関心を喚

起し，食に関する知識を学んでもらうことであ

る。プログラムは次の2段階で進めた。

　まず，9時35分に主催者が1階の多目的室で開

会の挨拶をした後，プログラムは開始された。第

1段階は9時45分から2時間，多目的室で「愛媛

大学の先生と学生といっしょに，たのしくあそび

ましょう」をモットーに実施した。写真1のよう

に，参加者全員が「宇和島じゃこてんの歌」で，

じゃこ天踊りをした。宇和島市の特産品である，

じゃこ天を理解してもらうために，お魚博士など

の着ぐるみを着た本学女子学生が主導し，全員で

その歌に合わせて踊った。

　次に，「おさかなに　ふれよう」，「おさかなの

えをかこう」，「おやさいのことをしろう」，「みか

んをジュースにしよう」という4つのテーマのも

とで，魚コーナー，野菜コーナー，ぬり絵・お絵

かきコーナー，みかんコーナーが設けられた。幼

児は教室内を自由に回って，いろいろと学んだ。

魚コーナーでは，写真2のとおり，「魚触」の学

習と体験で，地場産の魚介類に触れたり，また，

魚のクイズをしたりした。野菜コーナーも，魚コ

ーナーと同様に，地場産の野菜に触れてもらい，

野菜のクイズが行われた。このコーナーでは，宇

和島市の子育て支援課の主任（栄養士）による栄

養講座も写真3のように行われた。彼女はこれま

でに市内の幼稚園や保育所での食育活動の経験を

持ち，そのノウハウが本講座でも披露された。ぬ

り絵・お絵かきコーナーでは，実際に見た魚介類

や野菜の絵を描いたり，ぬり絵をしたりした。み

かんコーナーでは，写真4のとおり，参加者は手
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暗紅 響・灘燭

一勢 ｪ

写真5　講義1〔宇和島の水産物〕

聾心ぬ一 憲嗣

写真7　調理〔アジのさばき方実習〕

写真6　講義2〔宇和島の農産物〕

x 鱗

写真8　試食

絞り式の搾汁機で地場産のみかんをジュースにし

て試飲した。途中，全員に集合してもらい，「プ

ロの技を見てみよう！」と題して，タイをさばい

て内臓など各部位が紹介されて，全員が魚の理解

を深めた。

　第2段階では，12時すぎに，幼児とその保護者

は2階の和室に移動して，薦めしとつみれ汁を試

食した。最後に，本学の学部学生が手分けして，

幼児とその保護者にアンケートを実施した。

　2）小学生プログラム

　小学生プログラムは「宇和島の水産業　宇和島

の農業」と題して，小学校4～6年生の児童とそ

の保護者17組が参加した。小学生とその保護者は

「講義→調理→試食」の3段階を体験した。講義

は，水産業に関わる講義1と，農業に関わる講義

2に区分し，宇和島市の地場産品に対する理解を

深めるとともに，その農水産物を愛媛県，日本，

世界との関わりで理解できるように配慮して講述

された。調理は，アジのさばきを体験し，タイの

解体実演をした。試食では，参加者が自分でさば

いたアジとタイを鯛めしやつみれ汁にした。

　9時30分，2階にある「魚の教室」と名づけた

会議室で，本講座を始めるにあたって，主催者代

表の開会挨拶の後，そのまま，この教室で実際の

プログラムを進めた。9時35分，講義1「宇和島

の水産物に関する講座」（30分）では，魚の基本

的な知識を講義した。宇和島市で水揚げされてい

る魚をクイズ形式で紹介し，「とる漁業」，「そだ

てる漁業」，「日本と世界の水産業」を概説した。

特に，「とる漁業」と「そだてる漁業」の講義で

は，写真5のように，宇和島市おさかな普及協議

会の会長（吉田漁協組合長）がゲストティーチャ
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一として授業を担当した。

　講義2「宇和島の農産物に関する講座」（30分）

では，「みかんと米の教室」と名づけた生活指導

室に移動して，写真6のとおり，10時15分から農

作物の旬や流通，宇和島市特産であるみかんの学

習をした。講義は小学生への問いかけを中心と

し，みかんを配って，おいしいみかんの見分け方

も学んだ。その後，休憩時間をはさんで，地場産

みかんを手絞り式と自動式の2種類の搾汁機を用

いてジュースにして試飲した。

　調理は11時過ぎから，2階の調理実習室に移動

して行った。「魚の捌き方実習1」では，「アジを

さばいてみよう！」と題して，愛媛県魚食普及推

進協議会のお魚ママさんの指導で，写真7のよう

に，小学生各自が包丁をもって，実際にアジをさ

ばいた。さばいたアジはつみれ汁にされた。11時

半からの「魚の捌き方実習2」では，「プロの技

を見てみよう！」と題して，お魚ママさんによる

タイの解体実演を小学生が見学し，このタイは試

食用の蕾めしになった。

　12時過ぎから，小学生とその保護者は写真8の

とおり，2階の会議室でアジとタイの郷土料理を

試食した。この料理は幼児プログラム参加者にも

振舞われた。本講座で試食した鯛めしとつみれ汁

の調理法を説明した「愛媛大学サテライト・うわ

じま　親子三二講座　今日のレシピ」（提供：愛

媛県魚食普及推進協議会）が保護者に配布され

た。これは，本講座がきっかけになって保護i者が

自宅でつくってみたいと思った場合の参考になる

と考えたからである。そして，試食後に，本学の

学部学生が手分けして，小学生とその保護者を対

象にしたアンケートを実施した。

4．教育的な効果と評価

　本講座のなかで，「ぎょしょく教育」の部分に

限定して，その効果と評価を把握するために，参

加者（幼児，小学生と，その保護者）を対象にし

た簡単なアンケートが実施された。アンケートは

当日（平成19年12月2日）の講座実施後に他計式

で行った。なお，本稿では，小学生とその保護者

に関する暫定的な検討を行うことにする。愛南町

での実施分も併せた最終的な効果測定は別途，詳

細に行う予定である。回答数は小学生！8人（回収

率95％），保護者22人（回収率71％）であった。

　まず，小学生における肉・魚料理の志向性は，

図1のとおり，肉料理が約55％と優位にあり，そ

の理由は肉の食べやすさにあるようだ。この点を

念頭に置いて，魚料理の食べ残し状況，箸を用い

た骨取りの状況をみると，食卓に並んだ魚を残さ

ずに食べるという回答が約67％，魚を箸で骨から

身だけを取って食べられる小学生が約78％であ

る。したがって，肉料理を好むものの，魚も食べ

慣れ，その食べ残しが少ないという地域の独自性

もうかがえる。

　タイやアジのマル姿（魚体そのままの姿）に対

する認知度をみると，約39％のアジに対して，タ

イが約56％と高かったものの，全体の認知度は半

数程度にとどまる。それらの認知度を肉・魚料理

の志向性との関連でみると，図2のとおり，明白

な相違が見られる。タイやアジのマル姿を知らな

い小学生は肉料理を好む場合が多い。換言すれ

ば，当然，魚料理を好む小学生は魚の認知度が高

いという傾向にある。こうした傾向の要因はいろ

いろと考えられるが，魚への興味・関心が想定で

きる。今回の小学生は肉料理が好きでも魚料理を

食べていることから，より一層，魚に対する興味

や関心を高める必要があり，「ぎょしょく教育」

の実施は意義深いと言える。

　本講座実施後の魚に対する児童の関心度である

が，図3のように，「本講座を受けて魚に興味を

持てた」というのが約84％に達した。さらに，家

庭での魚料理の希望も，図4のとおり，「家庭で

もっと魚料理を作ってもらいたい」という児童が

約61％に及んだ。小学生の感想欄（自由記述）に

は，「魚の心臓が恐ろしかったが，見られて良か

った」や「もっと魚料理を覚えたい」など肯定的

な回答が数多く寄せられた。

　次に，参加した保護者は母親（約82％）と祖母

（約14％）であった。参加者の80％以上が魚をさ
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圏肉料理

工面料理

□無回答

単位：％

N一　18

5．6 幽とても思う

圏まあまあ思う

□どちらでもない

■あまり思わない

■全く思わない

圏無回答

単位：％

N＝　18

図1　肉料理と魚料理の志向（小学生）

　「肉料理と魚料理のどちらが好きか」

図3　講座実施後の魚に対する関心度（小学生）

　　　「講義後，魚に興味をもてたか」
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図2　アジやタイの認知度＆肉料理と魚料理の志
　　　向（小学生）

　　　「アジやタイを知っていたかどうか」＆「肉

　　　料理と魚料理のどちらが好きか」

5．6 園とても思う

幽まあまあ思う

□どちらでもない

■あまり思わない

■全く思わない

圏無回答

単位：％

N＝　18

ばけるようで，この比率は大都市部に比べてかな

り高く，地域的な特徴を示している。調査前1週

間における家庭での肉・魚料理の頻度をみると，

肉料理のほうが多かった家庭が約70％近くに及

び，これは小学生の肉好きを裏付けるものでもあ

る。今回の参加者は家庭で日常的に調理する可能

性が高いと思われる母親や祖母が多く，調査前1

週間で魚料理が食卓に並ぶ頻度の低い理由は，前

述した子供の肉好き以外に，いろいろ考えられ

る。たとえば，図5のように，肉料理の多い家庭

ほど魚をさばけない保護者が多いことから，魚の

図4　家庭での魚料理の希望（小学生）

「もっと魚料理を作ってもらいたいか」

調理法の面倒さ，さらには，包丁扱いの難しさが

想定できる。そのほかに，肉の安価さなども考え

られる。したがって，魚に対する認識を深め，魚

の良さ・魅力を理解してもらう一方，包丁の正し

い使い方，魚の適切なさばき方を伝えていく必要

もあるだろう。そうした契機となる「ぎょしょく

教育」の役割は極めて重要だと考える。

　本講座受講後における魚料理の頻度について

は，図6のとおり，今後，魚料理を食べる頻度を

増やすと考えた保護者が80％近くに及び，減らす

とした保護者はゼロであった。また，「今までと

変わらない」という回答者5人は，調査前1週間

は魚料理のほうが多かったと答えた。したがって，

「ぎょしょく教育」が魚食の頻度増大に向けた契

機になったものと推測できよう。保護者の感想欄

（自由記述）も，小学生と同様に，「普段，子供
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図5　魚のさばき＆肉料理と魚料理の頻度（保護者）

　　　「魚をさばけるかどうか」＆「肉料理と魚料
　　　理のどちらが多いか」

図6　講座実施後の魚料理の頻度（保護者）

　　　　「今後，魚料理を増やすか」

に魚をさばくところを見せることがないので，良

い機会だった」，「体験型の講座なので，理解しや

すかった」などの肯定的なものが大多数であった。

　以上のことから，小学生と保護者のアンケート

結果からみる限り，筆者らが当初に意図した「ぎ

ょしょく教育」の2つの目的と3つの目標は，ほ

ぼ完遂したものと思われる。

5．地域協働化の展開

　本講座を円滑に実施するために，事前の打ち合

わせが2回，宇和島市役所で開催された。第1回

の打ち合わせば9月に，当日に中心となる実務担

当者12人が集まって，全体的な方向性を協議し

た。そして，第2回の打ち合わせば関係者全員に

拡大して，10月に行った。その際の参加者は表2

のとおり，産（宇和島市おさかな普及協議会）・

学（愛媛大学）・官（宇和島市役所）の関係者23

人である。筆者は，今後のことも考慮すれば，市

役所の部署を超えた対応が必要だと考え，教育関

係，健康保健関係，農林水産・商工観光などの産

業関係の3分野，それに企画調整課の職員に参加

要請した。打ち合わせの検討内容は，①愛媛大学

の「ぎょしょく教育」取り組みの紹介，②宇和島

市水産課の魚食普及と地産地消に関する取り組み

の紹介，③本講座の実施計画案に関する意見交換

であった。特に，③については，当日に向けて準

備の詳細を検討した。

　そして，チラシを10月下旬から配布するととも

に，市の広報誌（『広報うわじま』11月号）など

様々なメディアを利用して，参加者募集が開始さ

れた。参加費無料で，当初の募集定員は幼児プロ

グラム親子ペア25組50名，小学生プログラム親子

ペア15組30名であった。

　本講座開催当日の参加者は講座参加者79人のほ

か，愛媛大学関係者29人，市役所関係者8人，水

産関係者8人（愛媛県漁連職員1人，お魚ママさ

ん6人，宇和島市おさかな普及協議会1人）であ

った。市役所関係者では，企画調整課3人，農林

課2人，水産課2人，子育て支援課1人の合計8

人の協力があった。彼らは受付，みかんや米の搬

入と，みかん搾汁と試飲の補助，魚の搬入と調理

補助などを担当した。そして，子育て支援課の主

任（栄養士）は幼児プログラムで，自前の教材を

用いて野菜や魚に関わる栄養講座を実施し，プロ

グラムの質的向上に大きく貢献した。

　使用した食材は関係団体からの無償提供による

ものであった。水産物では，タイが愛媛県魚食普

及推進協議会から，アジが宇和島市おさかな普及

協議会から，それぞれ提供された。そして，窄め

しに用いた三下米や卵は農林課の依頼でJAえひ

め南から，さらに，みかんも農林課の事業を活用

して提供された。

　本講座の開催案内と募集は市役所の関係部署を
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表2　講座実施に向けた打ち合わせ会の参加者

日時　平成19年10月11日　午後1時30分～　　場所：701会議室

NQ 所　　　属 役　　　職 氏名

1 農学部 教授 W，Y．

2 農学部 准教授 T．N．

3 地域創成研究センター 准教授 N．K．

4 愛媛大学 連合農学研究科 特定研究員 A，S，

5 社会連携課 社会連携チームリーダー Y．Y．

6 社会連携課 社会連携チーム部員 W．T．

7 社会連携推進機構 職員 Y，Y．

8 生涯学習課 課長補佐兼生涯学習センター係長 N，G．

9 学校教育課 指導係長 T．T．

10 教育総務課 主査 S，S，

11 番城幼稚園 主任教諭 1，T．

12 子育て支援課 専門員兼保育係長 M．H．

13 子育て支援課 主任（栄養士） W，H，

14 水産課 水産係長 M．H．

15 宇和島市 水産課 主事 「K．K．

16 健康増進課 栄養士 K，K，

17 三間支所　環境福祉課 管理栄養士 M．K．

18 商工観光課 雇用対策係長 M，M，

19 農林課 果樹振興係長 S，A，

20 企画調整課（サテライト担当） 課長補佐兼企画係長 M．K．

21 企画調整課（サテライト担当） 企画係担当係長 S．M。

22 企画調整課（サテライト担当） 主事 T．S．

23 宇和島市おさかな普及協議会 会長 T．T，
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通して広く行われた。市内の各小学校へは教育委

員会を通して，市内の幼稚園や保育所，栄養士関

係者へは子育て支援課や健康増進課を通して，そ

れぞれ案内が行われた。また，参加者募集には，

コープえひめの宇和島地区理事の協力も得た。

　そして，今回のプログラムで中心となる調理で

は，お魚ママさんの絶大な協力があった。お魚マ

マさんは，愛媛県魚食普及推進協議会が地域に密

着した魚食普及活動を展開するために育成された

中心的なリーダーである。愛媛県の補助による「お

魚ママさん養成（特訓）セミナー」の修了者をお

魚ママさんとして協議会が認定した。彼女らは魚

の知識と調理に関するエキスパートであり，料理

教室などの地域イベントにボランティアで参加し

てくれる貴重な人材である。今回は愛媛県漁連の

職員（魚食普及担当）1人とともに，市内在住の

お魚ママさん6人が協力してくれた。

　以上のことから，本講座は図7のような連携・

協力をもとに円滑に推進され，その完遂は産・

学・官の協業による所産と言えるだろう。

6．おわりに

　本稿を終えるにあたり，「うわじま親子二二講

座」の特色，効果と評価，地域協働の3点につい

て総括しておきたい。

　まず，「うわじま親子二二講座」の特色として，

次の7点が指摘できる。第1に，講座の対象範囲

を就学前の3歳の幼児から小学校6年生の児童ま

でに拡大して，2種類のプログラムを準備し，そ

れぞれのプログラムを同時進行させたことであ

る。第2に，講座実施後も，家庭での三二の実践

や普及が円滑にできるように配慮して，幼児・小

学生とその保護者（両親や祖母など）のペア参加

を前提としたことである。第3に，「ぎょしょく

教育」の水産分野にとどまらず，農業分野にも拡

大し，宇和島版の総合的な食育を試行したことで

ある。第4に，2種類のプログラムともに，座学

（講義）だけでなく，実践（調理や試食）を含め，

五感を用いて総合的に理解できるように配慮した

ことである。第5に，単なる農産物や水産物に関

する栄養の知識だけでなく，郷土料理を調理し試

食することで，地域の産業（農水産業）や文化に

対する幅広い理解が深められたことである。第6

に，「ぎょしょく教育」や「食育」の普及・啓蒙

のきっかけとするために，市内の住民，学校・幼

稚園・保育所の教育関係者，農水産関係者など

に，本講座を開放したところ，約20人の見学者が

あったことである。第7に，主催・共催・協賛・

後援のもとで，単なる形式ではなく，実質的に産・

学・官が協働で実施し，本格的な二二活動の端緒

となったことである。

　次に，「うわじま親子食育講座」の効果と評価

であるが，参加者に対するアンケート結果から

も，また，見学者の意見からも，プラスの積極的

な評価を受け，十分な効果があったものと判断で

きる。参加者の評価と効果は前述したとおりだ

が，見学者からも「コンセプトがしっかりしてい

て，効果的である」，「今後の企画に参加したい」

など肯定的な意見が多かった。今後も追跡調査を

予定しており，より体系的な検討を進めていく予

定である。

　それから，「うわじま親子食育講座」の地域協

働については，本講座の開催により食育関連の企

画や事業の地域協働に向けた基盤づくりの第一歩

として資することができたと思われる。市役所内

の各部署の連携や協力については，企画調整課を

通して10月目打ち合わせの参加を要請したとこ

ろ，多数の参集があった。そして，当日の講座補

助，プログラムの質的向上，講座の案内と募集な

どで積極的な協力があり，これが一つの契機とな

って，部署を超えてスムーズな連携が取りやすく

なった。それから，地域諸団体とその関係者から

は，二二の提供に加えて，当日のプログラムで積

極的な参加や補助があった上に，好意的な評価と

今後の惜しみない支援と協力が約束された。ただ

し，地域諸団体，さらには，地域住民の参加と協

力については，今後，質的にも量的にも一層の拡

充が不可欠であり，地域のネットワーク構築をも

とにした本格的な地域協働化が求められる。
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　今後，宇和島市の食育に関わる活動や事業に関

する横断的な組織づくりが急務とされ，また，各

部署や各地域諸団体で実施されている食育関連事

業や講座などを総体的に把握し，それらの有機的

で効率的な連携を模索する必要がある。その際に，

愛媛大学の支援も期待されており，食育事業に対

する連携や協力に加えて，宇和島市食育推進計画

の策定にも貢献していく予定である。
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